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(57)【要約】
【課題】生体情報の検出精度を向上できる生体情報測定
装置を提供すること。
【解決手段】生体情報検出部、制御部９及び筐体を備え
、生体情報検出部は、筐体における第１面に露出し、使
用者に接触可能な電極５４１１，５４１２を有する第１
面側電極（正面側電極５４１）と、第２面に露出し、使
用者に接触する電極５４２１，５４２２を有する第２面
側電極（背面側電極５４２）と、第１面側電極及び第２
面側電極を用いて、使用者の心電を検出する心電検出部
５４７と、を有し、第１面側電極及び第２面側電極のう
ち少なくとも一方は、複数の電極を有し、制御部９は、
第１面側電極のうちの１つと第２面側電極のうちの１つ
とを使用電極に設定するとともに、使用電極に設定され
なかった電極のうちの１つを基準電極に設定し、使用電
極により検出される電流に基づいて、心電検出部５４７
に使用者の心電を測定させる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の生体情報を検出する生体情報検出部と、
　前記生体情報検出部を制御する制御部と、
　前記生体情報検出部及び前記制御部を収納する筐体と、を備え、
　前記生体情報検出部は、
　前記筐体における第１面に配置される第１面側電極と、
　前記筐体における前記第１面とは異なる面である第２面に配置される第２面側電極と、
　前記第１面側電極及び前記第２面側電極を用いて、前記使用者の心電を検出する心電検
出部と、を有し、
　前記第１面側電極及び前記第２面側電極のうち少なくとも一方は、複数の電極を有し、
　前記制御部は、前記第１面側電極のうちの１つと、前記第２面側電極のうちの１つとを
使用電極に設定し、前記使用電極に設定されなかった電極のうちの１つを基準電極に設定
し、前記使用電極により検出される電流に基づいて、前記心電検出部に前記使用者の心電
を測定させることを特徴とする生体情報測定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の生体情報測定装置において、
　前記制御部は、前記第１面側電極に出力され、前記第２面側電極に導通する電流の電圧
値に基づくインピーダンス値に基づいて、前記基準電極を設定することを特徴とする生体
情報測定装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の生体情報測定装置において、
　前記制御部は、前記第１面側電極のうちの１つと、前記第２面側電極のうちの１つとを
仮使用電極とし、前記仮使用電極に設定されなかった電極のうちの１つを仮基準電極とす
る少なくとも１つの電極の組合せにて検出される前記使用者の心電に基づいて、前記使用
者の心電の測定に用いられる前記使用電極及び前記基準電極を設定することを特徴とする
生体情報測定装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の生体情報測定装置において、
　前記筐体は、
　本体部と、
　前記本体部を前記使用者の装着部位に装着させる装着部材と、を有し、
　前記第２面は、前記装着部材により前記本体部が前記装着部位に装着された際の前記装
着部位に接触する面であり、
　前記第１面は、前記第２面とは反対側の面であることを特徴とする生体情報測定装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の生体情報測定装置において、
　前記本体部における前記第１面に配置される表示部を備え、
　前記本体部は、前記第１面に配置され、前記表示部を囲む電極配置部を有し、
　前記第１面側電極は、前記電極配置部に配置されることを特徴とする生体情報測定装置
。
【請求項６】
　請求項５に記載の生体情報測定装置において、
　前記第１面側電極は、複数の電極を有し、
　前記複数の電極は、前記第１面に正対する位置から見て、４時方向及び５時方向の間の
位置と、１０時方向及び１１時方向の間の位置とで分断されていることを特徴とする生体
情報測定装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の生体情報測定装置において、
　前記生体情報検出部は、前記使用者の脈波を検出する脈波検出部を有することを特徴と
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する生体情報測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯可能に構成されて、使用者の生体情報を検出する生体情報検出装置としての
電子腕時計式血圧計が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　この特許文献１に記載の電子腕時計式血圧計は、バンドにより使用者の手首等に装着さ
れるものであり、血圧測定装置と接続される転送装置との間にて光信号を交換して、当該
血圧測定装置によって測定された最高血圧及び最低血圧の血圧データを取得する。この電
子腕時計式血圧計は、電気絶縁性の合成樹脂製の本体ケースと、当該本体ケースに設けら
れる表示部、光学素子部、心電波検出電極、裏蓋及び回路基板と、を備えている。
【０００３】
　これらのうち、表示部は、取得された最高血圧及び最低血圧等を表示する。
　光学素子部は、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）及びフォトトランジスタを有し、当て
られた使用者の指から当該使用者の脈拍を検出する。
　心電波検出電極及び裏蓋は、心電波を検出するための電極である。心電波検出電極は、
本体ケースにおいて正面に設けられ、裏蓋は、本体ケースの裏面、すなわち、本体ケース
が使用者に装着された場合に当該使用者に接触する位置に設けられている。
　回路基板は、表示部、光学素子部、心電波検出電極及び裏蓋に接続され、これらの動作
を制御する。
　このような電子腕時計式血圧計によれば、被検者の四肢及び胸部に取り付けられた電極
により検出される心電図を監視及び記録する装置に比べ、被検者自らが心電を簡易に測定
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－８８０９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の電子腕時計式血圧計では、心電の測定に使用さ
れる電極が上記心電波検出電極及び裏蓋に予め決まっている。このため、グランド（接地
）が適切でないと、例えば基線変動（波形の揺らぎ）が生じる等、心電波形に乱れが生じ
、心電を適切に検出できないおそれがある。一方、グランドが設定しやすさは、電極の配
置にもよるが、当該電極の配置が適切でないと、使用者の使いやすさが低下してしまうお
それがある。
　このため、心電の検出精度を向上させることができる構成が要望されてきた。
【０００６】
　本発明は、上記課題の少なくとも一部を解決することを目的としたものであり、生体情
報の検出精度を向上させることができる生体情報測定装置を提供することを目的の１つと
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様に係る生体情報測定装置は、使用者の生体情報を検出する生体情報検出
部と、前記生体情報検出部を制御する制御部と、前記生体情報検出部及び前記制御部を収
納する筐体と、を備え、前記生体情報検出部は、前記筐体における第１面に配置される第
１面側電極と、前記筐体における前記第１面とは異なる面である第２面に配置される第２
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面側電極と、前記第１面側電極及び前記第２面側電極を用いて、前記使用者の心電を検出
する心電検出部と、を有し、前記第１面側電極及び前記第２面側電極のうち少なくとも一
方は、複数の電極を有し、前記制御部は、前記第１面側電極のうちの１つと、前記第２面
側電極のうちの１つとを使用電極に設定し、前記使用電極に設定されなかった電極のうち
の１つを基準電極に設定し、前記使用電極により検出される電流に基づいて、前記心電検
出部に前記使用者の心電を測定させることを特徴とする。
【０００８】
　なお、基準電極は、グランド電極を指す。
　上記一態様によれば、第１面側電極が有する電極のうちの１つと、第２面側電極が有す
る電極のうちの１つとが使用電極に設定される他、当該使用電極に設定されなかった電極
のうちの１つが基準電極に設定される。これによれば、心電の測定に適した使用電極を設
定できるだけでなく、適切な電極を基準電極に設定できる。従って、心電検出部が、これ
ら使用電極及び基準電極を用いて使用者の心電を検出することにより、心電の検出精度を
向上させることができ、心電を精度よく検出及び測定できる。
【０００９】
　上記一態様では、前記制御部は、前記第１面側電極に出力され、前記第２面側電極に導
通する電流の電圧値に基づくインピーダンス値に基づいて、前記基準電極を設定すること
が好ましい。
　なお、上記インピーダンス値は、第１面側電極の電極と、第２面側電極の電極との間を
、使用者の人体を介して電流が導通する経路におけるインピーダンス値、すなわち、生体
インピーダンス値である。
　上記一態様によれば、第１面側電極の電極と第２面側電極の電極とを導通する経路にお
いて実際に検出されるインピーダンス値に基づいて基準電極を設定できるので、適切な基
準電極を設定できる。従って、心電の検出精度を一層向上させることができ、心電を一層
精度よく検出及び測定できる。
【００１０】
　上記一態様では、前記制御部は、前記第１面側電極のうちの１つと、前記第２面側電極
のうちの１つとを仮使用電極とし、前記仮使用電極に設定されなかった電極のうちの１つ
を仮基準電極とする少なくとも１つの電極の組合せにて検出される前記使用者の心電に基
づいて、前記使用者の心電の測定に用いられる前記使用電極及び前記基準電極を設定する
ことが好ましい。
　なお、仮使用電極及び仮基準電極の組合せとしては、例えば、第１面側電極及び第２面
側電極が、それぞれ２つの電極を有する場合には、８通りの組合せが考えられる。
　ここで、適切な基準電極が選択されていない場合だけでなく、例えば電磁誘導ノイズ等
の影響を受けた場合も、上記と同様に心電波形に乱れが生じる。
　これに対し、上記一態様によれば、上記仮使用電極及び上記仮基準電極の少なくとも１
つの組合せにて検出される心電（例えば心電波形）に基づいて、上記使用電極及び上記基
準電極が設定される。これによれば、実際に検出される心電に基づいて、適切な使用電極
及び基準電極を選択及び設定できる。従って、心電の検出精度を一層向上させることがで
き、心電を一層精度よく検出及び測定できる。
【００１１】
　上記一態様では、前記筐体は、本体部と、前記本体部を前記使用者の装着部位に装着さ
せる装着部材と、を有し、前記第２面は、前記装着部材により前記本体部が前記装着部位
に装着された際の前記装着部位に接触する面であり、前記第１面は、前記第２面とは反対
側の面であることが好ましい。
　なお、装着部材としては、人体に巻付可能なバンドを例示できる。
　上記一態様によれば、第２面が、上記筐体の本体部における上記装着部位側の面である
ことから、当該第２面に配置される第２面側電極を、使用者の人体に確実に接触させるこ
とができる。また、第１面が、第２面とは反対側の面であることから、手を添える等して
、当該第１面に配置される第１面側電極に使用者の人体を接触させやすくすることができ
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る。従って、使用者の心電の検出及び測定を簡易に実施できる他、第１面側電極と第２面
側電極との間の導通経路を長くすることができ、心電の検出精度を向上させることができ
る。
【００１２】
　上記一態様では、前記本体部における前記第１面に配置される表示部を備え、前記本体
部は、前記第１面に配置され、前記表示部を囲む電極配置部を有し、前記第１面側電極は
、前記電極配置部に配置されることが好ましい。
　上記一態様によれば、第１面側電極は、第１面に配置された表示部を囲む電極配置部に
配置されているので、当該第１面側電極が複数の電極により構成される場合でも、表示部
の配置を制限することなく、当該第１面側電極を配置できる。また、このような場合、第
１面側電極を構成する複数の電極を、電極配置部に沿ってそれぞれ分断して配置できるの
で、各電極を電気的に独立させやすくすることができる。更に、表示部により、検出され
た心電等の生体情報を使用者に提示することも可能となる。
【００１３】
　上記一態様では、前記第１面側電極は、複数の電極を有し、前記複数の電極は、前記第
１面に正対する位置から見て、４時方向及び５時方向の間の位置と、１０時方向及び１１
時方向の間の位置とで分断されていることが好ましい。
　上記一態様によれば、第１面側電極が有する複数の電極は、第１面における左下側及び
右上側にそれぞれ配置されることとなる。これによれば、例えば、生体情報測定装置を左
手首に装着した場合に、右手の指（人差し指や中指）を上記複数の電極のそれぞれに触れ
させやすくすることができる。従って、心電の検出及び測定を実施しやすくすることがで
きる。
【００１４】
　上記一態様では、前記生体情報検出部は、前記使用者の脈波を検出する脈波検出部を有
することが好ましい。
　上記一態様によれば、使用者の心電の他、使用者の脈波が検出される。従って、検出さ
れる使用者の生体情報を増やすことができるので、生体情報測定装置の汎用性及び利便性
を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る生体情報測定装置を示す正面図。
【図２】上記第１実施形態における生体情報測定装置を示す背面図。
【図３】上記第１実施形態における生体情報測定装置の構成を示すブロック図。
【図４】上記第１実施形態における計測部の構成を示すブロック図。
【図５】上記第１実施形態における心電測定部及びインピーダンス測定部の構成を示すブ
ロック図。
【図６】上記第１実施形態における制御部の構成を示すブロック図。
【図７】上記第１実施形態における脈波及び心電の波形の一例を示す図。
【図８】上記第１実施形態における心電測定処理を示すフローチャート。
【図９】上記第１実施形態における生体情報測定装置の装着状態を示す模式図。
【図１０】上記第１実施形態の変形である生体情報測定装置を示す正面図。
【図１１】本発明の第２実施形態に係る生体情報測定装置を示す正面図。
【図１２】本発明の第３実施形態に係る生体情報測定装置を示す背面図。
【図１３】上記第３実施形態における本体部及び透光性部材を示す断面図。
【図１４】本発明の第４実施形態に係る生体情報測定装置を示す背面図。
【図１５】上記第４実施形態における生体情報測定装置を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　［第１実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態について、図面に基づいて説明する。
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　［生体情報検出装置の概略構成］
　図１は、本実施形態に係る生体情報測定装置１Ａを示す正面図である。
　本実施形態に係る生体情報測定装置（以下、測定装置と略す場合がある）１Ａは、使用
者の手首等の装着部位に装着されて利用されるウェアラブル機器であり、当該使用者の生
体情報を検出及び記憶する。具体的に、測定装置１Ａは、使用者の生体情報としての脈波
及び心電を検出し、当該心電を記憶するとともに、検出された脈波に基づいて脈拍数を算
出して記憶するものである。
　このような測定装置１Ａは、図１に示すように、本体部２１Ａ及び一対のバンド２８，
２９を有する筐体２Ａと、当該筐体２Ａに収納される装置本体３と、を備える。
【００１７】
　一対のバンド２８，２９は、本発明の装着部材に相当し、本体部２１Ａの長手方向にお
ける一端及び他端に接続され、当該本体部２１Ａに対して互いに反対方向に延出している
。この一対のバンド２８，２９は、当該バンド２８の先端（本体部２１Ａとの接続部位と
は反対側の端部）に設けられた中留（図示省略）により固定可能に構成されている。この
ように、バンド２８，２９が固定されることにより、本体部２１Ａが上記装着部位に装着
される。なお、バンド２８，２９は、本体部２１Ａと一体化されていてもよい。この場合
、本体部２１Ａが、筐体２Ａとなる。
【００１８】
　本体部２１Ａは、後述する装置本体３を収納する。この本体部２１Ａは、測定装置１Ａ
を使用者の体に装着した時に当該使用者の体と接触する面である背面２１２と、背面２１
２と向かい合う面である正面２１１と、これらを接続する右側面２１３及び左側面２１４
と、を有する。すなわち、背面２１２は、本体部２１Ａにおいて、後述する脈波検出部５
３の脈波センサー５３１が配置される面、或いは、当該脈波センサー５３１を覆う透光性
部材が配置される面であり、正面２１１は、背面２１２とは反対側の面である。
　これらのうち、正面２１１（第１面に相当）の略中央には、装置本体３を構成する表示
部６１が設けられ、当該表示部６１は、円形状のカバー２２により覆われている。なお、
正面２１１は、表示部６１における表示面の法線に沿って見て背面２１２とは反対側の１
つの面である。このため、正面２１１は、一つの平面であってもよいし、部分的に曲面や
凹凸を有していてもよい。
【００１９】
　また、正面２１１には、表示部６１及びカバー２２を囲む環状の電極配置部２３が設け
られている。この電極配置部２３には、後述する計測部５の心電測定部５４を構成する正
面側電極５４１が配置される。なお、電極配置部２３は、ベゼルとしても機能する。
　正面側電極５４１は、本発明の第１面側電極に相当し、２つの電極５４１１，５４１２
を有する。これら電極５４１１，５４１２は、それぞれ半円の円弧状に形成され、電極配
置部２３においてゴム等の絶縁材料により、互いに絶縁されている。これら電極５４１１
，５４１２の配置については、後に詳述する。
　右側面２１３及び左側面２１４には、装置本体３を構成する操作部４のボタン４１～４
４が配置されている。これらボタン４１～４４は、本体部２１Ａに対して突没するボタン
である。
【００２０】
　図２は、測定装置１Ａを示す背面図であり、詳しくは、本体部２１Ａの背面２１２を示
す図である。
　背面２１２（第２面に相当）は、測定装置１Ａが上記装着部位に装着された場合に当該
装着部位に対向する面である。この背面２１２には、脈波センサー５３１と、心電測定部
５４を構成する背面側電極５４２と、が露出されている。
　脈波センサー５３１は、計測部５の脈波検出部５３を構成する略円形状のセンサーであ
り、背面２１２の略中央に配設されている。なお、脈波センサー５３１は、背面２１２に
直接配置されていてもよく、本体部２１Ａ内に設けられる装置本体３に設けられ、当該脈
波センサー５３１の発光素子及び受光素子を覆う透光性部材が、背面２１２に取り付けら
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れていてもよい。
　背面側電極５４２は、本発明の第２面側電極に相当し、２つの電極５４２１，５４２２
を有する。これらのうち、電極５４２１は、略円形状に形成され、脈波センサー５３１を
囲む位置に露出して配設されている。また、電極５４２２は、略円形状に形成され、電極
５４２１を囲む位置に、絶縁体２４を介して、露出して配設されている。
　すなわち、電極５４２１，５４２２は、円形状の脈波センサー５３１の中央Ｃ２を中心
としてそれぞれ同心円状に配設されている。
【００２１】
　［装置本体の構成］
　図３は、測定装置１Ａの構成を示すブロック図である。
　装置本体３は、図３に示すように、操作部４、計測部５、報知部６、通信部７、記憶部
８及び制御部９を備えて構成されている。
【００２２】
　［操作部の構成］
　操作部４は、上記ボタン４１～４４を有し、これらボタン４１～４４に対する入力操作
に応じた操作信号を制御部９に出力する。なお、操作部４は、ボタンを有する構成に限ら
ず、後述する報知部６の表示部６１上に配置されるタッチパネルを有する構成や、使用者
のタップ操作を検出する構成であってもよい。
【００２３】
　［計測部の構成］
　図４は、計測部５の構成を示すブロック図である。
　計測部５は、それぞれ制御部９による制御の下で動作する体動情報検出部５１及び生体
情報検出部５２を有する。
　体動情報検出部５１は、使用者の体動を示す体動情報を検出し、当該体動情報を制御部
９に出力する。本実施形態では、体動情報検出部５１は、使用者の体動に伴って変化する
加速度信号を体動情報として検出する。なお、体動情報検出部５１は、加速度に加えて、
使用者の体動に伴って変化する角速度を検出してもよい。
【００２４】
　［生体情報検出部の構成］
　生体情報検出部５２は、使用者の生体情報を検出する。本実施形態では、生体情報検出
部５２は、脈波検出部５３、心電測定部５４及びインピーダンス測定部５５を有する。
【００２５】
　［脈波検出部の構成］
　脈波検出部５３は、上記脈波センサー５３１を有し、制御部９による制御の下、使用者
の脈波を検出する。この脈波センサー５３１は、図示を省略するが、ＬＥＤ（Light Emit
ting Diode）等の発光素子と、フォトダイオード等の受光素子と、これらを覆う透光性部
材と、を有する光電センサーである。この脈波センサーでは、発光素子により生体に向け
て照射された光は、生体の血管を経由して受光素子により受光される。この受光素子によ
る受光量の時間変化を示す信号が脈波信号として後述する制御部９に出力され、当該制御
部９が脈波信号を解析することにより、脈拍数が算出される。
【００２６】
　［心電測定部の構成］
　図５は、心電測定部５４及びインピーダンス測定部５５の構成を示すブロック図である
。
　心電測定部５４は、使用者の心電を検出して、当該心電を示す心電信号を制御部９に出
力する。この心電測定部５４は、上記正面側電極５４１及び上記背面側電極５４２の他、
図５に示すように、正面側電極切替部５４３、背面側電極切替部５４４、基準電極切替部
５４５、オペアンプ５４６及び心電検出部５４７を有する。
【００２７】
　正面側電極切替部５４３及び背面側電極切替部５４４は、制御部９による制御の下、オ
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ペアンプ５４６の２つの入力端子に接続される電極を切り替える。
　具体的に、正面側電極切替部５４３は、当該切替部５４３に接続されている正面側電極
５４１の電極５４１１，５４１２の一方と、オペアンプ５４６の２つの入力端子の一方と
を電気的に接続する。
　また、背面側電極切替部５４４は、当該切替部５４４に接続されている背面側電極５４
２の電極５４２１，５４２２の一方と、オペアンプ５４６の２つの入力端子の他方とを電
気的に接続する。
【００２８】
　基準電極切替部５４５は、制御部９による制御の下、当該切替部５４５に接続されてい
る正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２及び背面側電極５４２の電極５４２１，５
４２２のうち、オペアンプ５４６のグランド端子に接続される電極を切り替える。
　このような正面側電極切替部５４３、背面側電極切替部５４４及び基準電極切替部５４
５による電極切替については、後に詳述する。
【００２９】
　オペアンプ５４６は、上記のように、２つの入力端子（反転入力端子及び非反転入力端
子）と、１つのグランド端子と、１つの出力端子と、を有する。そして、上記のように、
オペアンプ５４６の一方の入力端子には、正面側電極切替部５４３によって電極５４１１
，５４１２の一方が接続され、他方の入力端子には、背面側電極切替部５４４によって電
極５４２１，５４２２の一方が接続される。そして、オペアンプ５４６のグランド端子に
は、基準電極切替部５４５によって、電極５４１１，５４１２，５４２１，５４２２のう
ち、上記２つの入力端子に接続されていない電極が接続される。
　このようなオペアンプ５４６は、各入力端子に接続された電極に入力される信号を増幅
して出力端子から出力する。
【００３０】
　心電検出部５４７は、オペアンプ５４６から入力される信号を処理し、当該信号に基づ
く心電信号を制御部９に出力する信号処理部である。具体的に、心電検出部５４７は、入
力される信号をフィルタリングしてノイズ成分を除去し、得られた心電信号を制御部９に
出力する。
【００３１】
　［インピーダンス測定部の構成］
　インピーダンス測定部５５は、制御部９による制御の下、正面側電極５４１の電極５４
１１，５４１２の１つと、背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２の１つとを用いて
、これら電極の間のインピーダンス値を測定する。このインピーダンス測定部５５は、電
流供給部５５１、供給電極切替部５５２、検出電極切替部５５３、電圧検出部５５４及び
インピーダンス算出部５５５を有する。
【００３２】
　電流供給部５５１は、図示しない電源及び供給電極切替部５５２と電気的に接続され、
当該電源から供給される電流を変圧して、供給電極切替部５５２に供給する。
　供給電極切替部５５２は、電極５４１１，５４１２のそれぞれと接続されている。そし
て、供給電極切替部５５２は、制御部９による制御の下、電極５４１１，５４１２のいず
れかに、電流供給部５５１から供給された電流を供給する。
　検出電極切替部５５３は、上記電極５４１１，５４１２，５４２１，５４２２のそれぞ
れと接続されている。そして、検出電極切替部５５３は、制御部９による制御の下、これ
ら電極５４１１，５４１２，５４２１，５４２２のうち、電圧検出部５５４に電気的に接
続される電極を切り替える。
　これら供給電極切替部５５２及び検出電極切替部５５３による電極切替については、後
に詳述する。
【００３３】
　電圧検出部５５４は、検出電極切替部５５３を介して入力される電流、すなわち、当該
検出電極切替部５５３によって切り替えられた電極から入力される電流の電圧値を検出す
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る。そして、電圧検出部５５４は、検出された電圧値をインピーダンス算出部５５５に出
力する。
　インピーダンス算出部５５５は、電流供給部５５１によって供給された電流の電圧値と
、電圧検出部５５４によって検出された電圧値とに基づいて、供給電極切替部５５２によ
り選択された電極と、検出電極切替部５５３により選択された電極との間のインピーダン
ス値（すなわち、生体インピーダンス値）を算出する。この際、インピーダンス算出部５
５５は、供給電極切替部５５２によって切替可能な電極と、検出電極切替部５５３によっ
て切替可能な電極との組合せ毎に、インピーダンス値を算出する。そして、インピーダン
ス算出部５５５は、算出されたインピーダンス値を制御部９に出力する。
【００３４】
　［報知部の構成］
　図３に戻り、報知部６は、制御部９による制御の下、各種情報を使用者に報知する。こ
の報知部６は、表示部６１、音声出力部６２及び振動部６３を有する。
　表示部６１は、液晶等の各種表示パネルを有し、制御部９から入力される情報を表示す
る。例えば、表示部６１は、上記計測部５によって検出されて解析された体動情報や生体
情報（脈拍数及び心電）を表示する。更に、表示部６１は、制御部９によって生成された
提示情報を表示する。
　音声出力部６２は、スピーカー等の音声出力手段を備えて構成され、制御部９から入力
される音声信号に応じた音声を出力する。
　振動部６３は、制御部９により動作が制御されるモーターを有し、当該モーターの駆動
によって発生する振動により、例えば警告を使用者に報知する。
【００３５】
　［通信部の構成］
　通信部７は、外部機器と通信可能な通信モジュールを有する。この通信部７は、それぞ
れ検出及び測定された体動情報及び生体情報を当該外部機器に定期的に送信する他、当該
外部機器から受信される情報を、制御部９に出力する。なお、本実施形態では、通信部７
は、近距離無線通信方式により外部機器と無線で通信するが、クレードル等の中継装置や
ケーブルを介して外部機器と通信してもよい。更に、通信部７は、ネットワークを介して
外部機器と通信してもよい。
【００３６】
　［記憶部の構成］
　記憶部８は、フラッシュメモリー等の記憶手段により構成されており、制御情報記憶部
８１及び検出情報記憶部８２を有する。
　制御情報記憶部８１は、測定装置１Ａの動作に必要な各種プログラム及びデータ等の制
御情報を記憶している。このようなプログラムとして、測定装置１Ａを制御する制御プロ
グラムや、後述する心電測定処理を実行させる心電測定プログラムが記憶されている。
　検出情報記憶部８２は、上記計測部５により検出された体動情報及び生体情報と、制御
部９による体動情報及び生体情報の解析結果（例えば脈拍数や心電）と、を記憶する。こ
の検出情報記憶部８２は、これらの情報を順次記憶し、記憶容量が不足すると、最も先に
記憶した情報を新たに取得した情報で上書きする構成とされている。
【００３７】
　［制御部の構成］
　図６は、制御部９の構成を示すブロック図である。
　制御部９は、処理回路を有し、自律的に、或いは、上記操作部４から入力される操作信
号に応じて、測定装置１Ａの動作を制御する。この制御部９は、例えば、上記計測部５を
制御して、体動情報及び生体情報を検出させる。この際、制御部９は、心電測定部５４に
より使用者の心電を検出及び測定する場合には、インピーダンス測定部５５によるインピ
ーダンス値の算出、及び、心電測定部５４による心電の仮測定を実施させる。そして、制
御部９は、これらに基づいて、上記正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２の１つと
、上記背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２の１つとを使用電極に設定し、更に、
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当該使用電極に設定されなかった電極のうちの１つを基準電極に設定した上で、これら使
用電極及び基準電極を用いた心電の測定（本測定）を心電測定部５４に実施させる。
　このような制御部９は、上記処理回路が制御情報記憶部８１に記憶されたプログラムを
実行することで実現される機能部として、図４に示すように、計時部９１、報知制御部９
２、通信制御部９３、検出制御部９４、解析部９５、異常判定部９６及び電極設定部９７
を有する。
【００３８】
　［計時部、報知制御部及び通信制御部の構成］
　計時部９１は、現在日時を計時する。
　報知制御部９２は、報知部６の動作を制御する。例えば、報知制御部９２は、測定装置
１Ａの動作状態、及び、計測部５による検出結果等を示す表示や音声を含む提示情報を報
知部６に報知させる。また、報知制御部９２は、必要に応じて振動部６３のモーターを駆
動させ、当該モーターの駆動によって発生する振動により、所定の情報を報知させる。
　通信制御部９３は、上記通信部７の動作を制御する。
【００３９】
　［検出制御部の構成］
　検出制御部９４は、上記計測部５の動作を制御する。例えば、検出制御部９４は、使用
者の体動を体動情報検出部５１に検出させる他、使用者の脈波を脈波検出部５３に検出さ
せる。そして、検出制御部９４は、これら体動を示す加速度信号及び脈波を示す脈波信号
を、上記現在日時とともに上記検出情報記憶部８２に記憶させる。
　また、検出制御部９４は、後述する電極設定部９７による指示の下、インピーダンス測
定部５５によって上記生体インピーダンス値を測定させる他、心電測定部５４によって心
電の仮測定を実施させる。そして、検出制御部９４は、当該電極設定部９７によって設定
された使用電極及び基準電極を用いた心電の測定（本測定）を心電測定部５４に実施させ
、測定された心電を示す心電信号を、上記現在日時とともに検出情報記憶部８２に記憶さ
せる。なお、検出制御部９４は、脈波信号に基づいて算出された脈拍数を、生体情報とし
て、現在日時とともに検出情報記憶部８２に記憶させてもよい。
【００４０】
　［解析部の構成］
　解析部９５は、体動情報検出部５１及び生体情報検出部５２から入力される体動情報及
び生体情報を解析する。
　具体的に、解析部９５は、脈波検出部５３から入力される脈波信号、及び、体動情報検
出部５１から入力される加速度信号に基づいて、使用者の脈拍数を算出する。例えば、解
析部９５は、脈波信号から加速度信号に基づく体動ノイズ成分を除去して、拍動信号を得
る。そして、解析部９５は、当該拍動信号に対してＦＦＴ（高速フーリエ変換：Fast Fou
rier Transform）等の周波数解析を行い、得られた解析結果（パワースペクトル）から脈
拍の周波数を抽出し、当該脈拍の周波数に基づいて脈拍数を算出する。なお、解析部９５
は、このような脈拍数の算出に限らず、他の手法により脈拍数を算出してもよい。
【００４１】
　また、解析部９５は、上記周波数解析の解析結果に基づいて、フレーム毎にＲＲ間隔（
脈波信号に含まれる一番鋭いピークであるＲ波と、１つ前のＲ波との時間差）の時間変化
を示すＲＲ波形信号を生成する。更に、解析部９５は、ＲＲ間隔の心拍変動係数ＣＶＲＲ
を算出し、当該心拍変動係数ＣＶＲＲの時間変化を示す変動係数波形信号を生成する。
【００４２】
　更に、解析部９５は、上記加速度信号に基づいて、使用者の歩調（ピッチ）を算出する
。例えば、解析部９５は、加速度信号に上記と同様の周波数解析を行い、得られる解析結
果から体動の周波数を抽出し、当該体動の周波数に基づいて歩調を算出する。
　加えて、解析部９５は、心電測定部５４から入力される心電信号を解析する。
　そして、解析部９５は、算出された脈拍数及び歩調、並びに、心電の解析結果を、上記
検出情報記憶部８２に記憶させる。
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【００４３】
　［異常判定部の構成］
　異常判定部９６は、解析部９５によって生成されたＲＲ波形信号及び変動係数波形信号
や、算出された脈拍数から、不整脈に分類される異常が使用者に発生したか否かを判定す
る。このような不整脈として、心房細動、期外収縮、頻脈及び徐脈が挙げられる。
【００４４】
　心房細動は、心房の拍動数が１分間で３００回以上になり、心臓が速く不規則に拍動す
る状態となり、ひいては、血液が心臓内に停滞してしまう状態を指す。この心房細動が発
生した場合、上記ＲＲ波形信号の振幅が大きくなる他、上記心拍変動係数ＣＶＲＲが大き
く変化する。このため、これらに基づいて、異常判定部９６は、心房細動が発生したか否
かを判定する。しかしながら、これに限らず、異常判定部９６は、他の方法によって心房
細動が発生したか否かを判定してもよい。例えば、異常判定部９６は、過去の心房細動の
発生時の脈波信号の波形と、上記脈波信号の波形とのマッチングを行い、略同一と判定し
た場合に、心房細動が発生したと判定してもよい。
【００４５】
　期外収縮は、異常な刺激によって心臓が本来の周期を外れて早く収縮する状態を指す。
この期外収縮が発生した場合、脈波信号には正常洞調律の波形とは異なる波形が含まれる
こととなる。このため、異常判定部９６は、期外収縮の発生時の波形と、取得された脈波
信号の波形とのマッチングを行い、略同一と判定した場合に、期外収縮が発生したと判定
する。なお、当該期外収縮の発生時の波形は、平均的な波形でもよく、使用者において過
去に発生した期外収縮の波形でもよい。
【００４６】
　頻脈は、脈が異常に速くなる状態を指し、徐脈は、異常に遅くなる状態を指す。例えば
、安静時心拍数が６０～７０ｂｐｍである一般成人の脈が、運動時以外で１００ｂｐｍを
超える状態となった場合には頻脈が疑われ、５０ｂｐｍ以下の状態となった場合には徐脈
が疑われる。
　これらのうち、頻脈が発生した場合には、上記ＲＲ間隔が通常時より短い状態が継続し
、徐脈が発生した場合には、上記ＲＲ間隔が通常時より長い状態が継続する。このため、
異常判定部９６は、ＲＲ間隔が使用者に応じて設定された頻脈の閾値を超えている状態が
所定時間継続する場合に頻脈が発生したと判定し、また、ＲＲ間隔が使用者に応じて設定
された徐脈の閾値（頻脈の閾値より低い閾値）未満である状態が所定時間継続する場合に
徐脈が発生したと判定する。
【００４７】
　このような異常判定部９６によって、不整脈に分類される異常が使用者に発生したと判
定されると、上記報知制御部９２が、使用者に心電の測定を促す提示情報を報知部６に報
知させる。例えば、報知制御部９２は、心電の測定を促すメッセージを表示部６１に表示
させる。この他、例えば、報知制御部９２は、音声出力部６２に所定の音声（例えば警告
音）を出力させたり、振動部６３に上記振動を発生させたりする。
【００４８】
　［電極設定部の構成］
　電極設定部９７は、使用者の心電を測定する際に機能する。この電極設定部９７は、イ
ンピーダンス測定部５５によって測定されたインピーダンス値、及び、心電測定部５４に
よる仮測定結果の心電波形に基づいて、上記正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２
及び背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２から、使用者の心電の測定（本測定）に
使用する２つの使用電極及び基準電極（グランド電極）を選択及び設定する。
【００４９】
　具体的に、電極設定部９７は、使用者の心電を測定させる操作信号が操作部４から入力
されると、検出制御部９４を介してインピーダンス測定部５５に、上記電極５４１１，５
４１２と電極５４２１，５４２２との間のインピーダンス値を測定させる。
　この際、電極設定部９７は、供給電極切替部５５２により、電極５４１１，５４１２の
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一方と電流供給部５５１とを接続させる。また、電極設定部９７は、検出電極切替部５５
３により、供給電極切替部５５２により電流供給部５５１と接続された電極の他、電極５
４２１，５４２２の一方と電圧検出部５５４とを接続させる。
【００５０】
　これにより、図５に示すように、電流供給部５５１から供給電極切替部５５２を介して
電極５４１１に出力され、使用者の体内を導通して、電極５４２１から検出電極切替部５
５３を介して電圧検出部５５４に入力される電流の第１経路が形成される。また、当該電
極５４１１に出力され、使用者の体内を導通して、電極５４２２から検出電極切替部５５
３を介して電圧検出部５５４に入力される電流の第２経路が形成される。
　更に、電流供給部５５１から供給電極切替部５５２を介して電極５４１２に出力され、
使用者の体内を導通して、電極５４２１から検出電極切替部５５３を介して電圧検出部５
５４に入力される電流の第３経路が形成される。また、当該電極５４１２に出力され、使
用者の体内を導通して、電極５４２２から検出電極切替部５５３を介して電圧検出部５５
４に入力される電流の第４経路が形成される。
【００５１】
　そして、インピーダンス算出部５５５により、電流供給部５５１が出力した電流の電圧
値と、第１経路を導通した電流の電圧値とに基づいて、当該第１経路におけるインピーダ
ンス値、すなわち、電極５４１１と電極５４２１との間の人体の生体インピーダンス値が
算出される。また、同様に、第２経路、第３経路及び第４経路における生体インピーダン
ス値、すなわち、電極５４１１と電極５４２２との間、電極５４１２と電極５４２１との
間、及び、電極５４１２と電極５４２２との間のそれぞれの生体インピーダンス値が算出
される。
　このようにして算出された各インピーダンス値は、電極設定部９７により取得される。
【００５２】
　次に、電極設定部９７は、正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２及び背面側電極
５４２の電極５４２１，５４２２から、２つの仮使用電極及び１つの仮基準電極を選択及
び設定し、検出制御部９４を介して心電測定部５４に心電の仮測定を実施させる。
　具体的に、電極設定部９７は、心電測定部５４の正面側電極切替部５４３により、電極
５４１１，５４１２の一方を仮使用電極に設定し、背面側電極切替部５４４により、電極
５４２１，５４２２の一方を仮使用電極に設定する。更に、電極設定部９７は、基準電極
切替部５４５により、各電極５４１１，５４１２，５４２１，５４２２のうち、各切替部
５４３，５４４によって仮使用電極に設定されなかった電極の１つを仮基準電極に設定す
る。
【００５３】
　このような仮使用電極と仮基準電極との組合せとしては、以下の８つの組合せがある。
　第１の組合せは、電極５４１１及び電極５４２１が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４１２が仮基準電極に設定される組合せである。
　第２の組合せは、電極５４１１及び電極５４２１が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４２２が仮基準電極に設定される組合せである。
　第３の組合せは、電極５４１１及び電極５４２２が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４１２が仮基準電極に設定される組合せである。
　第４の組合せは、電極５４１１及び電極５４２２が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４２１が仮基準電極に設定される組合せである。
　第５の組合せは、電極５４１２及び電極５４２１が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４１１が仮基準電極に設定される組合せである。
　第６の組合せは、電極５４１２及び電極５４２１が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４２２が仮基準電極に設定される組合せである。
　第７の組合せは、電極５４１２及び電極５４２２が仮使用電極に設定され、かつ、電極
５４１１が仮基準電極に設定される組合せである。
　第８の組合せは、電極５４１２及び電極５４２２が仮使用電極に設定され、かつ、電極
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５４２１が仮基準電極に設定される組合せである。
　そして、電極設定部９７は、これら組合せのそれぞれにて、検出制御部９４による制御
の下、心電測定部５４に心電の仮測定を実施させる。
【００５４】
　図７は、測定された脈波及び心電のそれぞれの波形の一例を示す図である。
　ここで、例えば商用電源からの電磁誘導ノイズ等の影響を受けると、検出される心電に
ノイズが含まれ、当該心電の波形が乱れる。また、グランドが良くないと、図７に示す心
電波形の基線（矢印Ａの部位）に乱れや揺らぎが生じる。このような場合には、心電波形
を正確に測定及び記録しづらい。
　これに対し、電極設定部９７は、上記第１～第８の組合せのうち、仮使用電極間の生体
インピーダンス値が低く、かつ、検出された心電波形（特に心電波形における基線）に乱
れや揺らぎ、並びに、ノイズが小さい組合せの仮使用電極及び仮基準電極を、心電の本測
定に用いられる使用電極及び基準電極に設定する。
　このようにして２つの使用電極及び１つの基準電極の組合せが設定されると、上記検出
制御部９４が、これら電極を用いた心電の本測定を心電測定部５４に実施させ、当該心電
測定部５４から入力される心電信号を、検出情報記憶部８２に記憶させる。
【００５５】
　［心電測定処理］
　図８は、心電測定処理を示すフローチャートである。
　測定装置１Ａでは、上記のように、例えば心電の測定を促す上記提示情報が提示される
等して、心電を測定させる入力操作が使用者により行われ、当該入力操作に応じた操作信
号が操作部４から制御部９に入力されると、当該制御部９は、上記心電測定プログラムを
読み出して、以下に示す心電測定処理を実行する。
　この心電測定処理では、図８に示すように、まず、電極設定部９７が、検出制御部９４
を介してインピーダンス測定部５５に、上記第１～第４経路のインピーダンス値を測定さ
せる（ステップＳ１）。
　この後、電極設定部９７は、検出制御部９４を介して心電測定部５４に、上記第１～第
８の組合せ毎に、使用者の心電の仮測定を実施させる（ステップＳ２）。
　なお、これらステップＳ１，Ｓ２の実行順は、逆でもよい。
【００５６】
　次に、電極設定部９７は、上記ステップＳ１にて測定された各経路の生体インピーダン
ス値と、上記ステップＳ２にて仮測定された各組合せでの心電波形とに基づいて、電極５
４１１，５４１２の１つと、電極５４２１，５４１１の１つとを使用電極に設定するとと
もに、これら使用電極に設定されなかった電極のうちの１つを基準電極に設定する（ステ
ップＳ３）。
　そして、検出制御部９４が、設定された２つの使用電極及び１つの基準電極を用いて、
使用者の心電を心電測定部５４に測定（本測定）させ、当該心電測定部５４から入力され
る心電信号を検出情報記憶部８２に記憶させる（ステップＳ４）。
　このような心電の本測定は、所定時間行われ、当該所定時間が経過すると、報知制御部
９２により、心電の測定が終了した旨の提示情報が報知部６により報知された後、心電測
定処理は終了される。
【００５７】
　図９は、測定装置１Ａを左腕ＬＡの手首（左手首）ＬＷに装着した使用者の右手ＲＨの
人差し指ＲＨ２及び中指ＲＨ３が電極５４１１，５４１２に触れている状態を示す模式図
である。
　使用者が測定装置１Ａを左手首ＬＷに装着した場合には、上記背面側電極５４２の電極
５４２１，５４２２は、当該左手首ＬＷの肌に接触する。この装着状態では、図９に示す
ように、使用者は、例えば右手ＲＨにて正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２の少
なくともいずれかと接触可能である。
　このような装着状態において、使用者が、右手ＲＨを電極５４１１，５４１２のそれぞ
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れに添えた場合には、電極設定部９７は、上記のように、上記第１～第４経路の生体イン
ピーダンスの測定結果と、上記第１～第８の組合せでの心電の仮測定結果とに基づいて、
２つの使用電極及び１つの基準電極を設定する。
【００５８】
　一方、電極５４１１，５４１２の一方のみと右手ＲＨとが接触している場合には、他方
の電極と、背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２のいずれかと、を電流が導通する
経路のインピーダンスは変化しない。
　例えば、上記装着状態において、電極５４１１に右手ＲＨが接触している場合には、上
記第１経路及び第２経路のインピーダンス値は、使用者が電極５４１１に触れていない場
合のインピーダンス値に比べて低下する。しかしながら、この場合、上記第３経路及び第
４経路のインピーダンス値は、使用者が電極５４１２に触れていない場合のインピーダン
ス値に比べて変化しない。
　このため、電極設定部９７は、第１～第４経路のインピーダンス値の変化に基づいて、
電極５４１１，５４１２のうち、使用者が触れている電極、及び、使用者が触れていない
電極を把握できる。
【００５９】
　そして、正面側電極のうち、使用者が触れていない電極が存在する場合には、電極設定
部９７は、上記第１～第８の組合せから、当該電極が上記仮使用電極に設定されていない
組合せでの心電の仮測定を実施させる。
　例えば、電極５４１２が使用者に触れていないと判断される場合には、電極設定部９７
は、上記第１～第８の組合せのうち第１～第４の組合せにて、心電の仮測定を心電測定部
５４に実施させる。
　これにより、心電の仮測定の時間を短縮でき、ひいては、心電の測定終了までの時間を
短縮できる。
【００６０】
　［正面側電極の配置］
　測定装置１Ａが左手首ＬＷに装着された状態では、図９に示したように、使用者は、電
極５４１１，５４１２と右手ＲＨにて触れると考えられる。この場合、使用者は、例えば
正面２１１を覆うように右手ＲＨの手のひらを添えることにより、電極５４１１，５４１
２と人体との電気的な接触を試みる場合が考えられる。この他、使用者は、電極５４１１
，５４１２に右手ＲＨの親指ＲＨ１、人差し指ＲＨ２、中指ＲＨ３、薬指ＲＨ４及び小指
ＲＨ５のうちの２本の指を添えることにより、当該各電極５４１１，５４１２と人体との
電気的な接触を試みる場合が考えられる。これらのいずれの場合でも、使用者にとっての
上側から見て、当該使用者の右手ＲＨは、左腕ＬＡに対して所定の交差角（例えば５０°
）で交差するように配置される。
【００６１】
　このような右手ＲＨの配置状態において、電極５４１１，５４１２は、当該右手ＲＨの
指ＲＨ１～ＲＨ５を添えやすい位置に配置されている。
　なお、以下の説明において、本体部２１Ａの正面２１１と正対する位置から見て、当該
正面２１１の中央Ｃ１を通り、かつ、当該本体部２１Ａからのバンド２８の延出方向をＹ
方向とし、当該Ｙ方向に直交し、かつ、左から右に向かう方向をＸ方向とする。換言する
と、Ｙ方向は、表示部６１の表示面の法線方向と直交し、かつ、本体部２１Ａからバンド
２８が延出する方向に沿う方向であり、Ｘ方向は、当該法線方向及びＹ方向と直交する方
向である。
【００６２】
　正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２のうち、電極５４１１は、図１に示したよ
うに、正面２１１に正対する位置から見て、主に左下に配置され、電極５４１２は、主に
右上に配置されている。
　これら電極５４１１，５４１２の分断位置ＤＰ１，ＤＰ２は、上記Ｘ方向及びＹ方向に
対して所定の交差角（例えば４５°）で交差して、正面２１１の中央Ｃ１と左上及び右下
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とを通る直線Ｌ１上に位置している。すなわち、本体部２１Ａに配置された略円形状の表
示部６１をアナログ時計の文字盤として見た場合に、当該分断位置ＤＰ１，ＤＰ２は、時
針が４時半を示す方向、及び、１０時半を示す方向に位置している。
【００６３】
　ここで、上記電極５４１１，５４１２の分断位置が、中央Ｃ１を通り、かつ、Ｙ方向と
平行な直線上に位置し、電極５４１１，５４１２が、正面２１１に正対する位置から見て
左側及び右側に位置していると仮定する。すなわち、電極５４１１，５４１２の分断位置
が、０時方向及び６時方向に位置していると仮定する。この場合、例えば右手ＲＨの人差
し指ＲＨ２及び中指ＲＨ３を各電極５４１１，５４１２に触れさせようとすると、左腕Ｌ
Ａに対して右手ＲＨを略直交させる必要がある。このように右手ＲＨを配置する姿勢は、
人体にとって取りづらい姿勢である。このため、このような電極５４１１，５４１２の配
置では、使用者が当該電極５４１１，５４１２のそれぞれに対して独立して指を添わせる
ことが難しい。
【００６４】
　これに対し、本実施形態では、電極５４１１，５４１２が、上記直線Ｌ１上の分断位置
ＤＰ１，ＤＰ２にて分断されていることにより、これら電極５４１１，５４１２のそれぞ
れに対して独立して指ＲＨ１～ＲＨ５を添わせやすくすることができる。従って、正面側
電極５４１に接触させやすくすることができるので、上記心電測定処理によってそれぞれ
適切な使用電極及び基準電極を選択でき、ひいては、心電を適切に測定できる。
【００６５】
　［第１実施形態の効果］
　以上説明した本実施形態に係る測定装置１Ａによれば、以下の効果がある。
　電極設定部９７により、正面側電極５４１を構成する電極５４１１，５４１２の１つと
、背面側電極５４２を構成する電極５４２１，５４２２の１つとが使用電極に設定される
他、当該使用電極に設定されなかった電極の１つが基準電極に設定される。これによれば
、心電の測定に適した使用電極を設定できるだけでなく、適切な電極を基準電極に設定で
きる。従って、心電検出部５４７が、これら使用電極及び基準電極を用いて使用者の心電
を検出することにより、心電の検出精度を向上させることができ、心電を精度よく検出及
び測定できる。
【００６６】
　基準電極は、使用者に接触可能な正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２の１つと
、測定装置１Ａの装着時に使用者に接触する背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２
の１つとの間のインピーダンス値に基づいて設定される。これによれば、上記第１～第４
経路において検出されるインピーダンス値（生体インピーダンス値）に基づいて基準電極
を設定できるので、適切な基準電極を設定できる。従って、心電の検出精度を一層向上さ
せることができ、心電を一層精度よく検出及び測定できる。
【００６７】
　ここで、適切な基準電極が選択されていない場合だけでなく、例えば電磁誘導ノイズ等
の影響を受けた場合も、心電波形（特に基線）に乱れが生じる。
　これに対し、電極設定部９７は、仮使用電極及び仮基準電極の組合せのそれぞれにて検
出される心電信号の波形、及び、当該心電信号に含まれるノイズに基づいて、心電の本測
定に用いられる使用電極及び基準電極を設定する。これによれば、実際に検出される心電
に基づいて、適切な使用電極及び基準電極を選択及び設定できる。従って、心電の検出精
度を一層向上させることができ、心電を一層精度よく測定できる。
【００６８】
　背面２１２は、測定装置１Ａが使用者に装着された際の本体部２１Ａにおける装着部位
（例えば左手首ＬＷ）側の面であることから、背面側電極５４２の各電極５４２１，５４
２２を、使用者の人体に確実に接触させることができる。また、正面側電極５４１が配置
される正面２１１が、背面２１２とは反対側の面であることから、手を添える等して、当
該正面側電極５４１の各電極５４１１，５４１２に使用者の人体（例えば右手ＲＨ）を接
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触させやすくすることができる。従って、使用者の心電の検出及び測定を簡易に実施でき
る他、正面側電極５４１と背面側電極５４２との間の導通経路を長くすることができ、心
電の検出精度を向上させることができる。
【００６９】
　正面側電極５４１の各電極５４１１，５４１２は、正面２１１に配置された表示部６１
を囲む電極配置部２３に配置されているので、表示部６１の配置を制限することなく、複
数の電極５４１１，５４１２を配置できる。また、このような配置により、各電極５４１
１，５４１２を、電極配置部２３に沿う円弧状に形成し、正面２１１における左下及び右
上の部位にそれぞれ分断して配置できるので、当該各電極５４１１，５４１２を電気的に
独立して使用者に触れさせることができる。更に、表示部６１により、検出された心電等
の生体情報を使用者に提示することも可能となる。
【００７０】
　正面側電極５４１が有する電極５４１１，５４１２は、上記Ｘ方向及び上記Ｙ方向に略
４５°で交差する直線Ｌ１上の分断位置ＤＰ１，ＤＰ２にて分断され、当該電極５４１１
，５４１２は、正面２１１における左下及び右上の部位にそれぞれ配置されている。すな
わち、各電極５４１１，５４１２は、表示部６１をアナログ時計の文字盤として見た場合
に、時針が４時半を示す位置、及び、１０時半を示す位置にて分断されている。これによ
れば、例えば、測定装置１Ａを左手首ＬＷに装着した場合に、右手ＲＨの指ＲＨ１～ＲＨ
５を、電極５４１１，５４１２のそれぞれに独立して接触させやすくすることができる。
従って、心電の検出及び測定を実施しやすくすることができる。
【００７１】
　測定装置１Ａは、心電測定部５４及びインピーダンス測定部５５の他、使用者の脈波を
検出する脈波検出部５３を備える。これによれば、検出される使用者の生体情報を増やす
ことができるので、測定装置１Ａの汎用性及び利便性を向上させることができる。
【００７２】
　［第１実施形態の変形］
　上記測定装置１Ａでは、筐体２Ａは、腕時計型に構成され、当該筐体２Ａを構成する本
体部２１Ａは、略円形状に形成されていた。しかしながら、これに限らず、本体部は、略
矩形状に形成されていてもよい。
【００７３】
　図１０は、測定装置１Ａの変形である生体情報測定装置１Ｂを示す正面図である。
　例えば、生体情報測定装置１Ｂは、図１０に示すように、筐体２Ａに代えて筐体２Ｂを
有する他は、測定装置１Ａと同様の構成及び機能を有する。また、筐体２Ｂは、本体部２
１Ａに代えて本体部２１Ｂを有する他は、上記筐体２Ａと同様の構成を有する。
　本体部２１Ｂは、当該本体部２１Ｂからバンド２８，２９が延出する方向（上記Ｙ方向
）が長手方向となる略矩形状に形成されている。この本体部２１Ｂにおける正面２１１の
略中央には、略矩形の表示部６１が配置されている。なお、測定装置１Ｂにおいては、本
体部２１Ｂとバンド２８，２９とが一体化された筐体２Ｂが採用されている。
【００７４】
　このような本体部２１Ｂを有する測定装置１Ｂにおいて、正面側電極５４１の電極５４
１１，５４１２は、使用者に装着された測定装置１Ｂの正面２１１に正対する位置から見
て、当該正面２１１における左下及び右上の位置に、それぞれ絶縁されて配置されている
。換言すると、電極５４１１，５４１２は、正面２１１において表示部６１を挟んで互い
に反対側の位置（上記Ｙ方向の一端側及び他端側の位置）に配置されている。
　このような電極５４１１，５４１２の配置によっても、使用者の左手首ＬＷに装着され
た測定装置１Ｂの電極５４１１，５４１２に、右手ＲＨ（特に指ＲＨ１～ＲＨ５）を添え
やすくすることができる。
　以上説明した測定装置１Ｂによっても、上記測定装置１Ａと同様の効果を奏することが
できる。
【００７５】
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　［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　本実施形態に係る生体情報測定装置は、上記生体情報測定装置１Ａ，１Ｂと同様の構成
を有するが、正面側電極が有する電極の数が異なる点で、当該生体情報測定装置１Ａ，１
Ｂと相違する。なお、以下の説明では、既に説明した部分と同一又は略同一である部分に
ついては、同一の符号を付して説明を省略する。
【００７６】
　図１１は、本実施形態に係る生体情報測定装置１Ｃを示す正面図である。
　本実施形態に係る生体情報測定装置１Ｃは、図１１に示すように、正面側電極５４１が
４つの電極５４１Ａ，５４１Ｂ，５４１Ｃ，５４１Ｄを有する他は、上記測定装置１Ａと
同様の構成及び機能を有する。
　電極５４１Ａ～５４１Ｄは、上記電極５４１１，５４１２と同様に、本体部２１Ａの正
面２１１に配置されている。詳述すると、電極５４１Ａ～５４１Ｄは、表示部６１の周囲
に形成された電極配置部２３に、それぞれ電気的に独立して配置されている。
【００７７】
　詳述すると、電極５４１Ａ～５４１Ｄは、４つの分断位置ＤＰＡ～ＤＰＤにより分断さ
れ、それぞれ絶縁されている。これら分断位置ＤＰＡ～ＤＰＤのうち、分断位置ＤＰＢ，
ＤＰＤは、上記直線Ｌ１上に位置する。また、分断位置ＤＰＡ，ＤＰＣは、正面２１１に
正対する位置から見て直線Ｌ１に直交する直線Ｌ２（Ｘ方向及びＹ方向のそれぞれに略４
５°の交差角で交差して、正面２１１の中央Ｃ１と左下及び右上を通る直線Ｌ２）上に位
置している。すなわち、表示部６１をアナログ時計の文字盤として見た場合に、当該分断
位置ＤＰＡ～ＤＰＤは、それぞれ時針が１時半、４時半、７時半及び１０時半を示す方向
にそれぞれ位置している。このため、電極５４１Ａ～５４１Ｄは、それぞれ、正面２１１
における上側、右側、下側及び左側に位置している。
【００７８】
　このような電極５４１Ａ～５４１Ｄを有する心電測定部５４では、正面側電極切替部５
４３は、当該電極５４１Ａ～５４１Ｄと接続され、基準電極切替部５４５は、これら電極
５４１Ａ～５４１Ｄと、背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２と接続されている。
　また、インピーダンス測定部５５の供給電極切替部５５２は、電極５４１Ａ～５４１Ｄ
と接続され、検出電極切替部５５３は、これら電極５４１Ａ～５４１Ｄ及び電極５４２１
，５４２２と接続されている。
【００７９】
　また、電極設定部９７は、検出制御部９４を介して、インピーダンス測定部５５に、電
極５４１Ａ～５４１Ｄの１つと、電極５４２１，５４２２の１つとを結ぶ経路の全てのイ
ンピーダンス値を、インピーダンス測定部５５に測定させる。
　更に、電極設定部９７は、検出制御部９４を介して、電極５４１Ａ～５４１Ｄの１つと
、電極５４２１，５４２２の１つとが仮使用電極に設定され、これら仮使用電極に設定さ
れなかった電極の１つが仮基準電極に設定される組合せの全てでの心電の仮測定を、心電
測定部５４に実施させる。
【００８０】
　この後、電極設定部９７は、上記インピーダンス値の測定結果、及び、心電の仮測定結
果に基づいて、電極５４１Ａ～５４１Ｄの１つと、電極５４２１，５４２２の１つとを使
用電極に設定し、かつ、これら使用電極に設定されなかった電極の１つを基準電極に設定
する。
　そして、検出制御部９４が、設定された２つの使用電極及び１つの基準電極を用いて、
心電測定部５４に使用者の心電を測定させ、得られる心電信号を検出情報記憶部８２に記
憶させる。
　以上説明した本実施形態に係る測定装置１Ｃによれば、上記測定装置１Ａと同様の効果
を奏することができる。
【００８１】
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　［第３実施形態］
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
　本実施形態に係る生体情報測定装置は、上記生体情報測定装置１Ａ～１Ｃと同様の構成
を有するが、背面側電極の配置が異なる点で、当該生体情報測定装置１Ａ～１Ｃと相違す
る。なお、以下の説明では、既に説明した部分と同一又は略同一である部分については、
同一の符号を付して説明を省略する。
【００８２】
　図１２は、本実施形態に係る生体情報測定装置１Ｄを示す背面図である。また、図１３
は、本体部２１Ｂにおける背面２１２側の部位、及び、脈波センサー５３１を構成する透
光性部材５３２を示す断面図である。なお、図１３は、正面２１１と背面２１２とを結ぶ
方向における断面図である。
　本実施形態に係る生体情報測定装置１Ｄは、背面２１２の構成、及び、背面側電極５４
２の配置が異なる他は、上記生体情報測定装置１Ｂと同様の構成を有する。
　この測定装置１Ｄでは、図１２に示すように、筐体２Ｂを構成する本体部２１Ｂの背面
２１２には、突出部２１２１が形成されている。この突出部２１２１は、図１３に示すよ
うに、背面２１２の外縁側から中央Ｃ２側に向かうに従って、当該背面２１２の基準面２
１２Ａ（背面２１２の隅部を結ぶ平面）からの突出量が大きくなるように、緩やかな凸曲
面状に形成されている。すなわち、突出部２１２１は、背面２１２の外縁側の位置より中
央Ｃ２側の位置の方が基準面２１２Ａから突出している。
【００８３】
　突出部２１２１の中央には、図１２及び図１３に示すように、円形状の開口である検出
窓２１２２が形成されている。この検出窓２１２２には、上記脈波検出部５３を構成する
透光性部材５３２が嵌め込まれており、当該透光性部材５３２は、本体部２１Ｂ内に設け
られた脈波センサー５３１の発光素子及び受光素子（図示省略）を覆う。すなわち、突出
部２１２１は、検出窓２１２２以外の部位から光が脈波センサー５３１の受光素子に入射
されることを防ぐ遮光部としても機能する。
　なお、透光性部材５３２の略中央には、円弧状に膨出した膨出部５３２１が形成されて
おり、上記基準面２１２Ａを基準とした場合、膨出部５３２１の高さ位置は、突出部２１
２１において最も突出した部位である中央Ｃ２側の端部の高さ位置より高い。すなわち、
膨出部５３２１の頂点は、突出部２１２１より基準面２１２Ａから離れている。
【００８４】
　このような背面２１２に配置される背面側電極５４２のうち、電極５４２１は、上記突
出部２１２１における検出窓２１２２側の部位に環状に配置され、電極５４２２は、突出
部２１２１の外側の部位に環状に配置されている。
　これらのうち、電極５４２１は、突出部２１２１において外縁側の位置より中央Ｃ２側
の位置に配置されている。換言すると、電極５４２１は、背面２１２に対向（正対）する
位置から見て、検出窓２１２２の端縁との間の寸法Ｍ１が突出部２１２１の外縁との間の
寸法Ｍ２より小さくなるように、突出部２１２１に配置されている。この電極５４２１の
基準面２１２Ａからの高さ位置は、上記膨出部５３２１の高さ位置よりも高い。詳述する
と、電極５４２１は、背面２１２に位置する構成のうち、基準面２１２Ａから最も離れた
位置に配置されている。
【００８５】
　以上説明した本実施形態に係る測定装置１Ｄによれば、上記測定装置１Ａ～１Ｃと同様
の効果を奏することができる他、以下の効果を奏することができる。
　背面側電極５４２の電極５４２１が上記突出部２１２１に配置されていることにより、
測定装置１Ｄが上記装着部位に装着されて膨出部５３２１が当該装着部位に密着される際
に、電極５４２１を当該装着部位に密着させることができる。従って、心電を精度よく検
出できる。
　なお、上記測定装置１Ｄでは、背面側電極５４２は、電極５４２１，５４２２を有する
とした。しかしながら、背面側電極５４２は、電極５４２１のみを有する構成であっても



(19) JP 2016-154754 A 2016.9.1

10

20

30

40

50

よく、電極５４２１，５４２２に加えて他の電極を有する構成としてもよい。更に、背面
側電極５４２を構成する各電極は、環状に限らず、複数の電極に分断されていてもよい。
　また、上記測定装置１Ｄの構成を、背面側から見て略矩形状の本体部２１Ｂを有する筐
体２Ｂに代えて、背面側から見て略円形状に形成された本体部２１Ａを有する筐体２Ａを
備える構成とし、当該本体部２１Ａの背面２１２に上記構成を適用してもよい。
【００８６】
　［第４実施形態］
　次に、本発明の第４実施形態について説明する。
　本実施形態に係る生体情報測定装置は、上記生体情報測定装置１Ａ～１Ｄと同様の構成
を有する。ここで、上記測定装置１Ａ～１Ｄでは、脈波センサー５３１を構成する発光素
子及び受光素子は、透光性部材５３２により覆われ、背面側電極５４２は、筐体２Ａ，２
Ｂに配置されていた。これに対し、本実施形態に係る測定装置では、当該発光素子及び受
光素子は、背面２１２に配設され、背面側電極５４２は、脈波センサー５３１に設けられ
る。この点で、本実施形態に係る測定装置と、上記測定装置１Ａ～１Ｄとは相違する。な
お、以下の説明では、既に説明した部分と同一又は略同一である部分については、同一の
符号を付して説明を省略する。
【００８７】
　図１４は、本実施形態に係る生体情報測定装置１Ｅを示す背面図である。なお、図１４
においては、バンド２８，２９の図示を省略している。
　本実施形態に係る生体情報測定装置１Ｅは、脈波センサー５３１の構成及び配置と、背
面側電極５４２の構成及び配置が異なる他は、上記測定装置１Ｄと同様の構成を有する。
　この測定装置１Ｅでは、図１４に示すように、背面２１２において突出部２１２１の略
中央に脈波センサー５３１が配設されているが、当該脈波センサー５３１には、透光性部
材５３２は設けられていない。すなわち、測定装置１Ｅでは、背面２１２に対向する位置
から見て突出部２１２１の内側で、かつ、当該突出部２１２１に対する正面２１１側の位
置に、脈波センサー５３１を構成する基板５３７が配置されている。換言すると、基板５
３７は、背面２１２（第２面）を構成する本体部２１Ｂの部位（背面部）において人体と
接触する接触面とは反対側の面に当接するように配置されている。そして、同じく脈波セ
ンサー５３１をそれぞれ構成し、かつ、当該基板５３７に配置された発光素子５３３、反
射部５３４、受光素子５３５及び遮光壁５３６が、背面２１２に対向する位置から見て上
記突出部２１２１の配置範囲内にて外部に露出されている。すなわち、本実施形態におい
ては、突出部２１２１には、上記円形状の検出窓２１２２は配置されておらず、当該突出
部２１２１において、発光素子５３３、反射部５３４、受光素子５３５及び遮光壁５３６
が露出する部分が、検出窓ということもできる。
　なお、以下の説明では、基板５３７において上記発光素子５３３等が実装される実装面
５３７１の法線に沿う方向のうち、本体部２１Ｂの正面２１１から背面２１２に向かう方
向をＺ方向とし、当該Ｚ方向に直交し、かつ、本体部２１Ｂからのバンド２８の延伸方向
（図１４の図面視で上方向）をＹ方向とし、Ｙ方向及びＺ方向のそれぞれに直交する方向
のうち、左側面２１４から右側面２１３に向かう方向（図１４の図面視で左方向）をＸ方
向として説明する。
【００８８】
　以下、脈波センサー５３１について詳述する。
　上記制御部９と電気的に接続される基板５３７は、突出部２１２１の内側（Ｚ方向側か
ら見て突出部２１２１の配置範囲内で、当該突出部２１２１に対してＺ方向とは反対側の
部位）に、当該基板５３７の実装面５３７１が突出部２１２１の内面に対向するように配
置されている。この実装面５３７１には、一対の発光素子５３３、一対の反射部５３４、
受光素子５３５及び遮光壁５３６が配設されている。
　一対の発光素子５３３は、基板５３７においてＸ方向における両端側（右側面２１３側
及び左側面２１４側）の位置にそれぞれ配置されている。すなわち、各発光素子５３３は
、Ｘ方向に沿って配置されている。
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　更に、基板５３７において各発光素子５３３に対する外側の位置には、各発光素子５３
３から入射される光を上記装着部位に向けて反射させる反射部５３４が、それぞれ設けら
れている。換言すると、一対の反射部５３４は、Ｘ方向において一対の発光素子５３３を
挟むように配置されている。なお、各発光素子５３３は、上記のようにＬＥＤで構成され
る。
【００８９】
　これら発光素子５３３によって挟まれる位置で、かつ、基板５３７の略中央の位置（上
記中央Ｃ２に応じた位置）には、１つの受光素子５３５が配置されている。この受光素子
５３５は、上記のように、フォトダイオードにより構成されている。
　受光素子５３５の周囲には、背面２１２に対向する位置から見て略矩形状の遮光壁５３
６が、基板５３７から起立している。この遮光壁５３６は、各発光素子５３３から出射さ
れた光が、装着部位を介さずに受光素子５３５に直接入射されることを防ぐものであり、
当該遮光壁５３６における長辺に沿う側壁部５３６１（Ｙ方向に沿う側壁部５３６１）は
、各発光素子５３３と受光素子５３５との間に位置している。
【００９０】
　図１５は、測定装置１Ｅにおける背面２１２側の構成を示す断面図である。なお、図１
５は、正面２１１と背面２１２とを結ぶ方向における断面図であり、受光素子５３５の中
心を通るＸＺ平面における断面図である。
　このような遮光壁５３６の基板５３７からの高さ位置（基板５３７から最も離れた位置
）は、図１５に示すように、受光素子５３５及び発光素子５３３の高さ位置よりも高い。
このように構成することにより、発光素子５３３からの光が人体を経由せずに、受光素子
５３５へ直接入射されることを抑制できる。
　また、受光素子５３５の高さ位置は、発光素子５３３の高さ位置より高い。すなわち、
基板５３７の実装面５３７１を基準とした場合に、受光素子５３５の高さ位置は、発光素
子５３３の高さ位置より高く、遮光壁５３６の高さ位置は、受光素子５３５の高さ位置よ
り高い。このように構成することにより、受光素子５３５は人体に近い位置に配置される
ので、発光素子５３３から出射されて人体を経由した光を、当該受光素子５３５により検
出しやすくすることができる。
【００９１】
　一方、上記基準面２１２Ａを基準とした場合、上記突出部２１２１の高さ位置は、発光
素子５３３の高さ位置より高く、受光素子５３５の高さ位置より低い。同様に、遮光壁５
３６の高さ位置は、突出部２１２１の高さ位置より高い。すなわち、背面２１２において
、基準面２１２Ａから最も突出している構成（Ｚ方向側の端部が基準面２１２Ａから最も
離れている構成）は、遮光壁５３６である。なお、基板５３７の実装面５３７１を基準面
としても同様の配置になっている。このような構成によって、脈波センサー５３１を安定
して人体と接触させることができ、脈波を安定して検出できる。
【００９２】
　そして、本実施形態においては、背面側電極５４２を構成する電極５４２１，５４２２
のうち、電極５４２１は、上記測定装置１Ｄの場合と同様に突出部２１２１に配置される
。突出部２１２１上の電極５４２１の位置については、測定装置１Ｄと同様である。
　一方、電極５４２２は、遮光壁５３６において基板５３７からの突出方向側の端面５３
６２（遮光壁５３６において基板５３７及び基準面２１２Ａと略平行な面）に配置されて
いる。このような構成にすることにより、人体と安定して接触する複数の電極を背面２１
２の表面に配置でき、脈波信号の検出性と心電信号の検出性とを両立した生体情報測定装
置１Ｅを構成できる。
【００９３】
　なお、上記図１５では、発光素子５３３、反射部５３４及び受光素子５３５は、検出窓
２１２２内の空間に露出して配置されていたが、これらを保護するために、透明部材によ
って覆ってもよい。例えば、図１５に示すように発光素子５３３、反射部５３４及び受光
素子５３５の周辺の空間をエポキシ樹脂やポリカーボネート樹脂等、受光素子５３５の感
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度領域に対応する光を透過する部材で充填してもよい。このようにすることで、脈波セン
サー５３１の環境耐性や物理的な強度を確保できる。
　また、上記一対の発光素子５３３は、Ｘ方向において受光素子５３５を挟むように配置
されるとしたが、Ｙ方向において受光素子５３５を挟むように配置されてもよい。すなわ
ち、脈波センサー５３１の配置を、ＸＹ平面において中央Ｃ２を中心として上記の配置か
ら９０°回転させた配置としてもよく、所定の角度回転させた配置としてもよい。
【００９４】
　以上説明した本実施形態に係る測定装置１Ｅによれば、上記測定装置１Ｄと同様の効果
を奏することができる他、以下の効果を奏することができる。
　背面側電極５４２が有する電極５４２１，５４２２のうち、電極５４２１は、背面２１
２において基準面２１２Ａから最も突出する遮光壁５３６の端面５３６２に配置されてい
る。これによれば、測定装置１Ｅが使用者の装着部位に装着された際に、電極５４２１を
当該装着部位に確実に接触させることができる。従って、使用者の心電をより精度よく検
出及び測定できる。
　なお、上記測定装置１Ｅでは、背面側電極５４２は、２つの電極５４２１，５４２２を
有するとした。しかしながら、背面側電極５４２は、電極５４２１，５４２２のうち、一
方のみが設けられる構成であってもよく、更には、上記測定装置１Ｄにおける電極５４２
２のように、突出部２１２１の外側に配置される電極を有する構成としてもよい。更に、
背面側電極５４２を構成する各電極は、環状に限らず、複数の電極に分断されていてもよ
い。
　また、上記測定装置１Ｅの構成を、背面側から見て略矩形状の本体部２１Ｂを有する筐
体２Ｂに代えて、背面側から見て略円形状に形成された本体部２１Ａを有する筐体２Ａを
備える構成とし、当該本体部２１Ａの背面２１２に上記構成を適用してもよい。
【００９５】
　［実施形態の変形］
　本発明は、上記各実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲
での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　上記第１、第２及び第３実施形態では、正面側電極５４１は、２つの電極５４１１，５
４１２を有し、背面側電極５４２は、２つの電極５４２１，５４２２を有していた。また
、上記第２実施形態では、正面側電極５４１は、４つの電極５４１Ａ～５４１Ｄを有し、
背面側電極５４２は、２つの電極５４２１，５４２２を有していた。しかしながら、本発
明はこれに限らない。すなわち、筐体の本体部における第１面に配置される第１面側電極
が少なくとも１つの電極により構成され、他の面である第２面に配置される第２面側電極
が少なくとも１つの電極により構成され、これら第１面側電極及び第２面側電極のうち、
少なくともいずれかが、複数の電極を有していればよい。例えば、第１面側電極である正
面側電極が１つの電極を有し、第２面側電極である背面側電極が２つの電極を有していて
もよく、また、背面側電極が３つ以上の電極を有する構成としてもよい。
【００９６】
　また、電極が配置される面は、正面２１１及び背面２１２に限らず、他の面でもよい。
例えば、正面２１１に配置される電極５４１１，５４１２に代えて、或いは、加えて、右
側面２１３及び左側面２１４の少なくともいずれかに電極を配置してもよい。この場合、
測定装置が左手首ＬＷに装着された状態で、本体部を挟むように、右側面２１３及び左側
面２１４に右手ＲＨの指を添えることによっても、これら側面２１３，２１４に配置され
た電極と人体との導通を図ることができる。同様に、本体部におけるバンド２８，２９側
の面の少なくともいずれかに、電極が配置されていてもよい。
【００９７】
　更に、測定装置の装着時に人体に接触する電極は、本体部に限らず、筐体２Ａ，２Ｂを
構成するバンド２８，２９の少なくともいずれかに設けられていてもよい。この場合、バ
ンド２８，２９の内側又は外側に、当該バンド２８，２９に沿う信号線（電線）を設ける
ことにより、当該電極と本体部とを接続できる。
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【００９８】
　上記各実施形態では、電極設定部９７は、測定されたインピーダンス値と、設定された
仮使用電極及び仮基準電極を用いた心電の仮測定結果とに基づいて、心電の本測定に使用
される使用電極及び基準電極を設定するとした。しかしながら、本発明はこれに限らない
。例えば、基準電極として使用される電極は、予め決定されていてもよい。また、生体イ
ンピーダンス値を測定せずに心電の仮測定結果に基づいて、或いは、他の条件に基づいて
、使用電極及び基準電極を選択及び設定してもよい。なお、使用電極として使用しない電
極から基準電極を選択及び設定すれば、基準電極を予め設ける必要が無い他、当該基準電
極をインピーダンス値が低い電極から選択して設定可能となるので、心電の検出精度を一
層向上させることができる。
　更に、心電の本測定に使用される使用電極及び基準電極の設定の前に行われる心電の仮
測定結果は、仮使用電極及び仮基準電極の１つの組合せによるものであってもよい。換言
すると、仮使用電極及び仮基準電極の１つの組合せにて検出される使用者の心電に基づい
て、上記本測定に使用される使用電極及び基準電極が設定されてもよい。すなわち、仮使
用電極及び仮基準電極の全ての組合せにて上記仮測定を行う必要はなく、少なくとも１つ
の組合せによる仮測定結果に基づいて使用電極及び基準電極が設定されればよい。
【００９９】
　上記各実施形態では、電極設定部９７は、仮使用電極及び仮基準電極の組合せのそれぞ
れにて仮測定された心電の波形等に基づいて、使用電極及び基準電極を選択及び設定した
。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、使用電極及び基準電極の設定は、
他の条件及び手法に基づいて行われてもよい。例えば、検出される心電信号の信号強度に
基づいて、これら使用電極及び基準電極を設定してもよい。また、電極に人体が触れられ
た際の電極の温度によって、使用電極を設定してもよい。
【０１００】
　上記各実施形態では、正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２，５４１Ａ～５４１
Ｄは、正面２１１に配置された表示部６１を囲む電極配置部２３に配置されているとした
。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、これら電極５４１１，５４１２，
５４１Ａ～５４１Ｄは、表示部６１を囲む位置に配置されていなくてもよく、互いに絶縁
された状態で配置されていればよい。
【０１０１】
　上記第１実施形態では、正面側電極５４１の電極５４１１，５４１２は、上記直線Ｌ１
上に位置する分断位置ＤＰ１，ＤＰ２（上記４時半及び１０時半の位置の分断位置ＤＰ１
，ＤＰ２）にて分断され、正面２１１における左下及び右上の位置に配置されているとし
た。また、上記第２実施形態では、正面側電極５４１の電極５４１Ａ～５４１Ｄは、上記
直線Ｌ１，Ｌ２上に位置する分断位置ＤＰＡ～ＤＰＤ（上記１時半、４時半、７時半及び
１０時半の位置の分断位置ＤＰＡ～ＤＰＤ）にて分断され、正面２１１における上側、右
側、下側及び左側の位置にそれぞれ配置されているとした。しかしながら、本発明はこれ
に限らない。すなわち、正面側電極５４１を構成する電極の配置は、適宜変更可能である
。例えば、各電極は、一方向（例えばＹ方向又はＸ方向）に沿って並列に配置されてもよ
く、表示部６１の外側の一部に当該表示部６１の周方向に沿って配置されてもよい。
【０１０２】
　また、電極５４１１，５４１２，５４１Ａ～５４１Ｄを分断する分断位置ＤＰ１，ＤＰ
２，ＤＰＡ～ＤＰＤは、上記位置に限らず、他の位置でもよい。例えば、分断位置ＤＰ１
，ＤＰＢは、正面２１１の中央Ｃ１に対する４時方向から５時方向の間に位置していても
よく、分断位置ＤＰ２，ＤＰＤは、当該中央Ｃ１に対する１０時方向から１１時方向の間
に位置していてもよい。
　加えて、各電極は、それぞれ同じ大きさでなくてもよく、上記測定装置１Ｂでの場合と
同様に、当該各電極の形状も円弧状に限らず、他の形状でもよい。
【０１０３】
　上記第１～第３実施形態では、背面側電極５４２の電極５４２１，５４２２も、中央Ｃ
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い。すなわち、当該各電極５４２１，５４２２の配置も適宜変更してよく、例えば、背面
２１２において上記電極５４１１，５４１２と同様に配置されてもよく、上記電極５４１
Ａ～５４１Ｄと同様に配置されてもよい。上記第４実施形態にて示した背面側電極５４２
も同様である。
【０１０４】
　上記各実施形態では、生体情報検出部５２は、心電測定部５４及びインピーダンス測定
部５５の他、使用者の脈波を検出する脈波検出部５３を有するとした。しかしながら、本
発明はこれに限らない。すなわち、脈波検出部５３は無くてもよく、生体情報検出部５２
が、他の生体情報（例えば、血圧、血糖値、体温及び発汗量）を検出する検出部を更に有
する構成としてもよい。また、体動情報検出部５１は無くてもよい。
【０１０５】
　上記各実施形態では、正面側電極５４１を構成する電極５４１１，５４１２，５４１Ａ
～５４１Ｄは、使用者の心電の測定のみに利用されるとした。しかしながら、これに限ら
ない。例えば、心電の測定時以外は、上記操作部４を構成するボタンとして利用可能に構
成してもよい。
【０１０６】
　上記各実施形態では、筐体２Ａ，２Ｂを構成する本体部２１Ａ，２１Ｂは、装着部材と
しての一対のバンド２８，２９により人体に装着されるとした。しかしながら、本発明は
これに限らない。すなわち、測定装置１Ａ～１Ｃを人体に装着させることが可能であれば
、装着部材の構成は問わない。また、上記のように、バンド２８，２９は、本体部２１Ａ
，２１Ｂと一体化されていてもよい。
【０１０７】
　上記各実施形態では、測定装置１Ａ～１Ｅは、腕時計型に構成され、使用者の左手首Ｌ
Ｗに装着可能なウェアラブル機器とした。しかしながら、これに限らず、測定装置の形状
は、略直方体形状等、他の形状であってもよい。この場合、バンド２８，２９は無くても
よい。また、測定装置１Ａ～１Ｅの装着部位も左手首ＬＷに限らず、右手首や足首等、他
の位置であってもよい。
【符号の説明】
【０１０８】
　１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ，１Ｅ…生体情報測定装置、２Ａ，２Ｂ…筐体、２１Ａ，２１
Ｂ…本体部、２１１…正面（第１面）、２１２…背面（第２面）、２３…電極配置部、２
８，２９…バンド（装着部材）、５２…生体情報検出部、５３…脈波検出部、５４１…正
面側電極（第１面側電極）、５４１１，５４１２，５４１Ａ，５４１Ｂ，５４１Ｃ，５４
１Ｄ…電極、５４２…背面側電極（第２面側電極）、５４２１，５４２２…電極、５４７
…心電検出部、６１…表示部、９…制御部。
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